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（報道概要） 

  
 

 

 

（概 要） 

武蔵野美術大学基礎デザイン学科２年生の作品を展示します。「形態論Ⅱ」と

いう授業のなかで制作されたものです。 

テーマは、ポジティブなかたちとしてのアクセサリー「身にまとう自然」を

白い紙で作るという課題です。 

どこかにありそうな、売っていそうなものではなく、はじめて見る「かたち」

を自然のなかから見いだすこと、そして、見につけるため体にフィットしてい

なければなりません。 

工業デザイナーで、武蔵野美術大学基礎デザイン学科教授、柴田先生の課題

説明文です。 

「自然の中にある現象や表情から美しい要素を抽出し、身につけ装飾するも

のとする。紙という素材の組成と、自然の成立ちをシンクロさせた美しいカタ

チを追求する。シンプルに、複雑に、細やかに、大胆に、曲げ、折り、つなぎ、

切り、重ねる。具象でも模様でもない表現がのぞましい。 

素材という現実の中にいかに創作の余地を見いだすのか、カタチは素材の組

成と密接に関わり生まれて来る。」 

学生たちが見出したアクセサリーのかたちをご覧ください。 

 

記 

 
１．タイトル：「Accessory:身にまとう自然展」 

２．期  間：平成２７年９月２８日(月)～平成２８年１月３０日（土） 

３．場  所：ホスピタルギャラリー「be(ﾋﾞ･ｲ)」 

      （徳島大学病院西病棟１階ロビー）  

４．主  催：徳島大学病院 

５．協  力：武蔵野美術大学基礎デザイン学科 

※添付資料（ポスター）をご参照ください 

 

このことにつきまして、報道下さいますようお願いします。 

お問合せ先 

部局名 徳島大学病院 

責任者 病院長 安井 夏生 

担当者 総務課広報・企画係 有賀なぎさ 

電話番号 088-633-7463 

メールアドレス bsoumuss1@tokushima-u.ac.jp 

ホスピタルギャラリーbe 展示のご案内 

タイトル：「Accessory：身にまとう自然展」 

展示期間:平成 27年 9月 28日(月)～平成 28 年 1月 30日（土） 

武蔵野美術大学の学生たちが、「アクセサリー」というテーマで 

制作した作品を展示しています。 



身にまとう自然展

2015  9/28［月］ - 20161/30［土］

A C C E S S O R Y

武蔵野美術大学の学生たちが「アクセサリー」というテーマで制作した作品を展示しています。

主催 : 徳島大学病院　協力 :  武蔵野美術大学基礎デザイン学科

今回ふたたび武蔵野美術大学基礎デザイン学科2年生の

作品を展示します。「形態論 II」という半期にわたる授業のなかで

制作されたものです。テーマは、ポジティブなかたちとしての

アクセサリー「身にまとう自然」を白い紙でつくるという課題です。

どこかにありそうな、売っていそうなものではなく、

はじめて見る「かたち」を自然のなかから見いだすこと、

そして、身につけるため体にフィットしていなければなりません。

工業デザイナーで本学科教授、柴田先生の課題説明文です。

「自然の中にある現象や表情から美しい要素を抽出し、

身につけ装飾するものとする。紙という素材の組成と、

自然の成立ちをシンクロさせた美しいカタチを追求する。

シンプルに、複雑に、細やかに、大胆に、曲げ、折り、つなぎ、切り、

重ねる。具象でも模様でもない表現がのぞましい。

素材という現実の中にいかに創作の余地を見いだすのか、

カタチは素材の組成と密接に関わり生まれて来る」

学生たちが見出したアクセサリーのかたちをご覧ください。

基礎デザイン学科教授  板 東 孝 明・柴 田 文 江


